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公立大学法人会津大学

単位：百万円

予算額 決算額
差額

（決算-予算）
備考

収入

運営費交付金 3,291 3,291 0

補助金 112 132 20 (注1)

自己収入 973 974 1 (注2)

授業料及び入学金、検定料等収入 894 883 △ 11

財産収入 61 64 3

雑収入 18 26 8

外部資金収入 419 408 △ 11 (注3)

長期借入金収入 - - -

目的積立金取崩収入 133 130 △ 3 (注4)

計 4,931 4,938 7

支出

業務費 4,209 3,878 △ 331 (注5)

教育研究経費 3,102 2,783 △ 319

一般管理費 1,106 1,095 △ 11

施設整備費 271 209 △ 62 (注6)

外部資金研究等経費 450 457 7 (注7)

長期借入金償還金 - - -

計 4,931 4,545 △ 386

収入－支出 0 393 393

注）単位未満を切り捨て処理しているため、計は必ずしも一致しません。

○予算と決算額の差異について

　「目的積立金取崩収入」については、施設改修工事の入札による工事費の縮減等により、予
算額に比べ３百万円の減少となっております。
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　「施設整備費」については、吸収式冷凍機・冷却塔他改修工事の事業費繰越、及び施設改修
工事の入札による工事費の縮減により、予算額に比べ６２百万円の減少となっております。

区　　　分

　「外部資金研究等経費」については、奨学寄附金等受入額の増により、予算額に比べ７百万
円の増加となっております。

(注1)

(注2)

(注3)

(注5)

(注6)

(注7)

　「補助金」については、県公立大学法人補助金（会津大学東日本大震災被災学生就学支援事
業）の受入により、予算額に比べ２０百万円の増加となっております。

　「自己収入」については、LICTiAにおけるクラウド収入及び施設使用料収入の実績が見込み
を上回ったことにより、予算額に比べ１百万円の増加となっております。

　「外部資金収入」については、会津大学ロボットバレー創出推進事業等の実績に合わせた補
助金受入等により、予算額に比べ１１百万円の減少となっております。

　「業務費」については、人件費実績額の減少、及び使用電力量単価の低下等による光熱水費
の縮減、及びその他経費節減に努めた結果、予算額に比べ３３１百万円の減少となっておりま
す。

(注4)


